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はじめに 

持続可能な循環型社会を実現するためには、物質の

流れと、それに伴う環境負荷を把握し、適切な対策を行う

ことが重要である。近年、そのための有力な手法として、

ある経済圏に資源が投入され、製品が生産・取引・廃棄

されるまでの流れを、統計資料などから定量的に把握す

るマテリアルフロー分析（MFA：Material Flow Analysis）が

注目されている。MFA を行うことで、資源の循環利用率

や資源生産性などの評価が可能となる。 

これまで、国などの比較的大きな地域を対象とした

MFA は多く行われているが、現実的な物質循環システ

ムの構築を考慮した場合、より小さな経済圏を対象とした

解析が重要である。そこで我々は、複数の都道府県を対

象として、後藤ら[1]の提案した手法を用いて産業連関表

をもとにしたMFAを行い、その評価を進めている[2]。ま

た、マテリアルフローや産業構造に影響を与える政策・イ

ベントなどの外部要因を把握するため、多年度にわたる

MFAを行い、その経年変化を調査している。 

産業連関表を用いた MFA においては、産業間での

取引量を重量単位で求めるために、各品目について適

切な重量単価 [円/ton] を設定する必要がある。しかし

ながら、すべての品目について正確な統計資料が存在

するわけではなく、また地域や年代によって重量単価が

異なるため、これらの数値を適切に設定することは簡単

ではない。そこで本研究では、品目別国内生産額表から

推定した重量単価を初期値として、より適切な値を求める

ための手法の開発を目的とした。 

手法 

後藤ら[1]の提案した手法により、重量単価を設定する

ことで産業連関表から各品目の生産量および廃棄物量

を推定することが可能である。これらの値と、農林業セン

サスなどの他統計資料から得られる生産量および一般

廃棄物処理実態調査などから得られる廃棄物量とを比較

し、その誤差が最小となるような重量単価を求める手法を

提案する。最小化する指標は次式に示すScoreである。 
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ここで N は、生産量・廃棄物量の統計値が得られている

品目の数、S、Hはその量、gは重量単価、fは産業連関

表から生産量・廃棄物量を求める関数である。これらの

式によって計算される Score の値を最小化することによ

って、統計資料に矛盾しない妥当な重量単価を求める事

が可能である。Scoreの最小化は、制約付きBFGS準ニ

ュートン法によって行った。 

結果 

提案手法による計算例として、2000 年の日本の産業

連関表を用いた計算結果を図 1 に示す。横軸が統計資

料による生産量および廃棄物量、縦軸が産業連関表か

ら推算した値である。重量単価を適切に設定することに

よって、両者の差が非常に小さくなることが確認された。 

 

 
図1 統計値-推定値プロット（2000年） 
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